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	2026　フィードバック制御基礎講座
	Scilab/Xcosで学ぶフィードバック制御とモデルベース開発の基礎
	産業用機械や製造プロセスの自動化において、「フィードバック制御」は欠かせない技術です。 しかし、教科書の数式だけでは実際の動きをイメージしにくく、また現場での調整（PIDゲイン調整など）は経験や勘に頼りがちではないでしょうか。本講座は、制御工学の初学者や、改めて基礎を固めたいエンジニアを対象としたフィードバック制御の入門講座です。  講義では、高額なソフトを購入せずに無料で使えるツール「Scilab/Xcos」を使用します。パソコン上でモノの動きをシミュレーションすることで、目に見えない制御の仕組みや、PIDパラメータによる挙動の変化を「見て、動かして」直感的に理解します。さらに応用として、実機の動きをパソコン上で再現する「モデル化」を行い、シミュレーション結果と実機の動作を比較・検証するプロセスも体験します。基礎理論の習得はもちろん、近年注目される「モデルベース開発」の考え方に触れながら、現場の試行錯誤を減らすための実践的なアプローチを学びます。

	<こんな方におすすめ>
	業務で制御技術に関わっているが、体系的に学んだことがない方
	試行錯誤の調整から脱却し、論理的なパラメータ調整法を学びたい方

	<習得知識>
	フィードバック制御の基本的な仕組みとPID制御の役割を説明できる。
	Scilab/Xcosを用いて、基本的な制御系のシミュレーションが作成できる。
	実機の入出力データから簡単な数式モデルを作成し、制御設計に活用する手順を理解できる。
	－フィードバック制御とPID制御－ ・フィードバック制御とは ・演習：Scilab/Xcosの基本操作，ブロック線図の描き方，波形の見方 ・演習：PID制御の各項の役割，PIDパラメータと制御結果の関係をシミュレーションにより体験 ・モデルを用いた制御器設計 ・モデリングとは ・モデリングの基礎，ホワイトボックスモデリング，ブラックボックスモデリング ・演習：実機からのデータ取得とモデリング ・演習：シミュレーションによる制御器設計 ・演習：実機実験と検証


	<講座内容>　
	■お申込み方法
	受講を希望される方は、以下のURLまたは右記の二次元コードよりお申し込みください。


	https://forms.office.com/r/QVEvcUVmcw

